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北王商事株式会社  環境方針 

 

 

 

環境に取組む当社の経営理念 

 

 現在の文明社会が抱える環境問題を克服し、持続可能な循環型社会を構築する為、当社は事業全

般に亘り、積極的に環境へ貢献する経営を目指す。又、従業員に対し、環境に対する意識向上策と

しての教育を徹底する。 

 

 

 

 

環境方針 

 

（1）リビルト・リサイクル事業を推進し、循環型社会の構築に貢献する。 

（2）事業活動に伴う環境負荷を削減し、環境汚染の予防に努める。 

（3）環境保全に貢献する立場から、災害等に際しては、その復旧につながる依頼業 

   務に優先的に当たる。 

（4）当社の最大の環境負荷である収集運搬における軽油消費の効率化を図り、二酸化炭素排出を

抑制する。 

（5）環境負荷の少ない資材等の購入に努める。 

（6）事業活動に係る環境関連法規制を遵守するとともに地域との共生を図る。 

（7）従業員の環境教育を徹底的に行い、常に環境を意識した人間づくりに努める。 

（8）定期的に環境経営システムを見直し、継続的に改善していく。 

 

 

 

平成 16 年 3 月 31 日 制定 

平成 19 年 6 月 1 日 改定 

平成 23 年 6 月 10 日  改定 

令和 2 年 9 月 15 日 改定 

北王商事株式会社 

代表取締役  清水 孝悦 
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１．組織の概要 

 

 

 

 

（1）事業所名及び代表者氏名 

北王商事株式会社 

代表取締役社長 清水 孝悦 

  

       

 

（2）所在地 

事務所 宮城県栗原市鶯沢袋島巡前 40-1 

駐車場 宮城県栗原市鶯沢袋島巡前 44・45 

台貫場 宮城県栗原市菱沼御嶽 9-2 他 

 

（3）創立年月日 

昭和 49 年 4 月 27 日 

 

 

（4）環境管理責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者 鈴木文彦 

担当者     高橋幸子       

連絡先     TEL  0228-57-1213  FAX 0228-57-1214 

        mail  hokuou@vega.ocn.ne.jp 

 

 

（5）事業活動の概要 

事業内容：金属資源回収業 

産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬業 

産業廃棄物中間処分業 

資本金 ：1,000 万円 

売上高 ：97,591 万円（令和 3 年度） 

従業員数：20 名（令和 4 年 6 月 30 日現在） 

事務所及び工場延床面積：1,785 ㎡ 

事業所敷地延面積（駐車場含む）：8,861 ㎡ 
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（6）組織図 

 

 

                  代表取締役 

 

環境管理責任者 

 

           環境経営会議        事務局 

 

 

事務部門   金属資源部門   産業廃棄物部門          

 

 

                     中 間 処 理 部 門 

 

 

 

 [部門別業務内容] 

 

  ○金属資源収集・売買部門 

   ①リサイクル用鉄・非鉄金属の収集・売買 

    主な取扱品目：鉄，銅，アルミ，ステンレス，真鍮，砲金，他 

    

②自動車用各種部品の売買 

    主な取扱品目 

リビルト品：オルタネーター，スターター，コンプレッサー， 

ドライブシャフト、他 

     リサイクル品：アルミホイール，各種モーター，ラジエター，ハーネス，エンジン、他 

 

 

  ○産業廃棄物運搬部門 

   ①コンクリートポールの収集運搬 

   ②その他廃棄物の収集運搬 

 

 

  ○中間処理部門 

   ①定期的に発生することはないが，必要の都度，上記収集物の中間処理 

 

 

(7)  EA２１認証・登録の範囲 

     当社は全組織・全活動・全従業員を対象としてエコアクション２１に取り組んでいます 
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(8）施設等の状況 

① 収集運搬車両 

種類 台数 最大積載量･ｔ（車番） 

キャブオーバー（平） 2 12.1（2618）：12.6（2238） 

キャブオーバー（ユニック付） 3 3.5（1189）：11（2038）：7.4（5152） 

キャブオーバー（ヒヤブ付） 4 
10.4（1218）：9.5（1128）：7.9（2336）   

10.4（2825）：12.0（4996） 

セミトレーラー（ヘッド+台車） 2  20.1（280・436） 

                        計   11 台 

② 積替保管施設 

品目区分 保管上限（㎥） 保管の高さ（ｍ） 

廃酸、廃アルカリ（産業廃棄物） 3 1.37 

廃プラスチック、木くず（産業廃棄物） 25.2 2.8 

紙くず、繊維くず、ゴムくず（産業廃棄物） 4.2 1.4 

金属くず（産業廃棄物） 16.8 1.4 

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 

（産業廃棄物） 
0.4 0.9 

廃酸（特別管理産業廃棄物） 7 2.1 

廃アルカリ（特別管理産業廃棄物） 5 2.1 

 

 

③ 中間処理施設 

処理施設の種類 処理する産廃の種類 処理能力 

破砕施設 
廃プラスチック 

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 

300kg／日 

500kg／日 

圧縮施設 金属くず 400kg／日 

 

④中間処理工程図 

廃プラスチック 

 

 

 

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 

 

 

 

金属くず 

 

  

⑤産業廃棄物の処理量（令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日） 

収集運搬量：6,212ｔ 

中間処理量：3.78ｔ（分別含む） 

（有価資源運搬量：4,555ｔ） 

⑥産業廃棄物処理料金 

廃棄物の種類，形状，量，運搬距離等により収集運搬料金及び処分料金は異なるので，その都度見積る。 

収集運

搬 

破砕 

再資源化 

最終処分 

収集運

搬 

圧縮 再資源化 

収集運

搬 

破砕 

再資源化 

最終処分 
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（9）許可に関する事項 

 

【許可の内容】 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

①産業廃棄物収集運搬業許可 
事業範囲（取扱品目） 

○：積替保管無 ◎：積替保管有 

県(市)名 
取得年月日/ 

有効期限 
許可番号 

燃
え
殻 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

汚
泥 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

が
れ
き
類 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

金
属
く
ず 

ゴ
ム
く
ず 

陶
磁
器
く
ず 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず 

ガ
ラ
ス
く
ず 

水
銀
使
用
製
品 

産
業
廃
棄
物 

宮城県 H31.2.22 /R6.2.21 00416000753 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 

岩手県 R3.4.19/R8.4.18 00300000753   ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 〇 

秋田県 R2.12.11/R7.12.10 00504000753      ○ ○  ○  ○  ○ 〇 

山形県 H30.4.30/R5.4.29 00609000753   ○ ○  ○ ○  ○  ○  ○ 〇 

青森県 R3.3.1/R8.1.8 00201000753      ○ ○  ○  ○  ○ 〇 

福島県 R3.1.5/R7.12.27 00707000753      ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 〇 

②特別管理産業廃棄物収集運搬業許可 

宮城県 H30.3.20/R5.3.19 00466000753  ○ ◎ ◎ ○          

岩手県 H30.5.16/H35.5.15 00350000753   ○ ○           

秋田県 H30.5.28/H35.5.14 00554000753   ○ ○           

山形県 H30.4.30/H35.4.29 00659000753   ○ ○ ○          

青森県 H30.5.28/H35.5.1 00251000753   ○ ○           

福島県 R2.3.9/R7.3.31 00757000753   ○ ○           

③産業廃棄物処分業許可 許可の種類 

県(市)名 取得年月日/有効期限 許可番号 破砕 圧縮 

宮城県 H31.4.19/R6.4.18 00426000753 
○ガラスくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及

び陶磁器くず 

○廃プラスチック類 
○金属くず 

④古物商 

発行元 取得年月日 許可番号 許可品目 

宮城県 

公安委員会 
Ｈ6.1.18 第 221230000158 号 美術品類、時計宝飾品類、自動車・写真機類、機械工具類 

⑤全省庁入札参加統一資格（物品の買受 A） 

⑥栗原市競争入札参加資格（買受） 
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【有資格一覧】 

 

 

 

 

資格 取得年月日 人数等 

安全衛生推進者 平成 16 年 7 月 16 日 1 名 

職長・安全衛生責任者 平成 20 年 2 月 15 日 1 名 

大型車両  11 名 

大型特殊  2 名 

けん引  5 名 

フォークリフト  13 名 

小型移動式クレーン  11 名 

玉掛け  13 名 

車両系建設機械  2 名 

アーク溶接  1 名 

ガス溶接  1 名 
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２． 令和 3 年度の環境目標と活動計画 

1.金属資源運搬量目標 2％増加の 4,785ｔにする。 

・ 顧客との情報交換（地域における情報の共有） 

・ 営業用必要資料等（購入パーツリスト、単価表等）を作成する。 

・ 営業活動を実施し、新規取引を図る。 

 

2. 運搬車両走行距離当たり 1ｋｍの軽油使用量（ℓ）を各車両 平成 30 年度・令和 1 年度 実績の現状維持と

し、全台合計の軽油使用料を 0.2％の削減。 

・ 効率の良い運搬計画を立て、業務を行う。 

・ 月に一度、目標達成率を確認する。 

・ 車両の整備・点検をしっかり行う。 

 

3. 購入電力使用量を年間 9,717kwh、二酸化炭素排出量を 5,080g-CO2 を目標とする。 

・ 小まめな消灯、節電の貼り紙の再貼付等、引き続き節電励行する。 

・ 冷房器具の清掃（6 月） 

・ 冷房設定 ※室内温度 28 度 を保つように調整する。 

・ 日が落ちるのが早い冬季間の残業を抑える工夫をする事。 

 

4. 産業廃棄物の最終処分場委託割合を毎月 10％以下とする。 

・ 必要に応じて、産業廃棄物の新たなリサイクル業者の開拓を行う  

・ 排出事業者にも理解、協力してもらえるよう話しを進める。 

     

5. 水使用量現状維持の 108 ㎥/年とする。 

・ 節水の貼り紙の確認、節水励行 

・ 2 ヶ月に 1 度の漏水確認 

 

6. 一般廃棄物（可燃ゴミ）発生量現状維持の 130kg/年とする。 

  ※排出量の目標は今年度の結果をみて再設定を行う。 

・ 一般廃棄物の分別、裏紙利用等の再利用の徹底 

・ 毎月１回、適正な分別が行われているかの確認と、排出量の確認を行う。 

・ 社内備品・道具などはできる限りまとめて購入する。 

 

 

7. 講習会を毎月 1 回、非常時訓練を年 1 回実施する。また、必要に応じて安全管理や環境活動に 

関する打ち合わせを実施する。 

・ 必要の都度外部講習会に参加 

・ 毎月最低 1 回のミーティングまたは内部講習会を行う 

・ 火災訓練を行う（10～11 月中） 

・ 環境会議や安全ミーティング、教育訓練を適宜実施する。 

 

 

8.地域との共生 

・ 交通安全運動（春・秋） 

・ 事業所周辺の清掃、除草、除雪等を行う（毎月実施、状況により必要の都度） 
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３． 環境目標の達成状況 

(1)   金属資源運搬量 平成 30年度基準毎年 2％増加 ×目標未達成 

 

目標未達成の要因としては、依然としてコロナ禍による生産・流通の滞りがあり、年度後半からは 

中国の経済市況も冷え込む状況となったことが大きな要因といえる。スクラップ価格の相場は過去にな

い大幅な高値となったが、需要が落ち込んだ為に国内のスクラップ発生量が減少した。営業においては

新規に引取先を開拓するなどある程度の物量は確保できたが、顧客からの物量は全体的に減少し、目標

に対して‐5％の結果となった。営業活動が功を奏したこともあり、この状況下で‐5％は評価したい。 

廃棄物の運搬量は前年度実績より‐17％の結果となった。昨年度から CP 柱の排出量が著しく減少し

てきている事と、他の廃棄物も発生量が少ない小規模・短期工事が多いという事が減少している要因で

ある。このような状況を踏まえ、各部門の運搬量増加と目標を達成できるように取組む。 

   
【金属資源運搬量　目標：前年目標値比2%増加（単位：ｔ）】

0

1 , 0 0 0

2 , 0 0 0

3 , 0 0 0

4 , 0 0 0

5 , 0 0 0

6 , 0 0 0
金
属
資
源
運
搬
量

（
単
位
：
t

)

目 標 値 ( t ) 4 , 5 0 9 4 , 5 9 9 4 , 6 9 1 4 , 7 8 5

実 績 ( t ) 4 , 5 0 9 5 , 1 8 3 5 , 1 1 0 4 , 5 5 5

目 標 値 比 （ % ） 基 準 113% 108% 95%

達 成 評 価 〇 〇 ×

H 3 0 年 度 H 3 1 年 度 R 2 年 度 R 3 年 度

  

（×目標未達成 ○目標達成 ） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総運搬量の内訳（単位：ｔ）】

0

5,000

10,000

15,000

20,000
総
運
搬
量

（
単
位
：
ｔ

）

ﾘｻｲｸﾙ用鉄・非鉄金属  3,125 3,741 3,203 4,130 4,014 5,425 4,972 4,742 4,768 4,296

自動車用各種部品  585 318 362 376 383 404 394 441 342 259

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ（産廃）  8,278 9,458 9,819 9,233 9,122 8,854 8,426 8,965 6,892 5,983

その他産業廃棄物  26 119 435 1,249 2,690 1,096 693 876 590 229

計 12,014 13,636 13,819 14,988 16,209 15,779 14,485 15,024 12,592 10,768

H19年
度

H25年
度

H26年
度

H27年
度

H28年
度

H29年
度

H30年
度

H31年
度

R2年
度

R3年
度
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(2)  運搬車両走行距離 1ｋｍ当たり軽油使用料削減 〇目標達成 

 

令和 3 年度は車両全体で目標達成となった。また、昨年度未達成の車両に関しても半分以上は目標達

成できたので意識をもって継続的に取り組む。令和 4 年度はこれまで検討していた車両の老朽化によ

る入替えを行い、中・長期の目標を検討しつつ、目標達成を維持できるように努めていく。 

【走行距離１ｋｍ当り軽油使用量（ℓ）　　目標：前年目標値比0.2％削減】

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

ℓ/ｋｍ

種類 平 平 ﾄﾚｰﾗｰ ﾕﾆｯｸ ﾕﾆｯｸ ﾋﾔﾌﾞ ﾋﾔﾌﾞ ﾋﾔﾌﾞ ﾋﾔﾌﾞ

目標値 0.350 0.371 0.377 0.422 0.202 0.377 0.444 0.365 0.360 0.369 

R3年度 0.370 0.340 0.393 0.370 0.200 0.367 0.408 0.361 0.398 0.363 

達成率 94% 109% 95% 114% 101% 102% 108% 101% 90% 101%

達成評価 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

2238 2618 436 2038 5152 2825 1218 4996 1128
全台
合計

    （×目標未達成  ○目標達成） 

 

 

(3)  電力使用量 平成 31 年度基準現状維持 ×目標未達成 

 

目標値を改めてから取組みを進めた結果、2 期連続で目標を達成できたが、令和 3 年度はヤードの塀囲い・

運搬用のカゴ修理、作り替えなど電気設備を使う修繕作業が続いた状況もあり、約 300kwh の超過となっ

た。4 年度も引き続き修繕作業を行う見通となっているため、節電意識を持って取組み、改めた目標の達

成・維持を継続できるよう努める。 

【購入電力使用量　目標：平成21年度基準現状維持（単位：kwh）】

0

5,000

10,000

15,000電
力
使
用
量

（
ｋ
ｗ
ｈ

）
目標値 12,146 12,146 12,146 9,717 9,717 9,717

実績 11,540 10,238 9,138 9,677 9,415 10,042

達成率 105% 119% 133% 100% 103% 96%

達成評価 〇 〇 〇 〇 〇 ×

H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度

    

（×目標未達成 ○現状維持 ◎削減達成） 
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電力及び軽油等を含む化石燃料の消費による二酸化炭素の排出量は下図のとおりである。 

（排出係数=東北電力 2010 年基準 0.429kg-CO2/kWh・H25～H30） 

       （排出係数＝東北電力 2019 年度実績 0.523kg-CO2/kWh・H31～ ） 

【二酸化炭素排出量（単位：ｋｇ-ＣＯ2）】

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

二
酸
化
炭
素
量

（
ｋ
ｇ
.
Ｃ
Ｏ
2

）

廃油 1,044 2,320 1,305 2,466 2,384 869

軽油 451,654 450,114 442,306 439,225 388,176 314,166

ｶﾞｿﾘﾝ 14,102 14,000 9,014 9,693 9,573 7,598

ＬＰＧ 93 99 93 106 149 159

灯油 7,775 7,787 11,430 10,819 11,110 7,400

電力 4,951 4,243 3,920 5,061 4,924 5,251

計 479,619 478,563 468,068 467,370 416,316 335443

Ｈ28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度

 

 

(4)    産業廃棄物収集運搬最終処分委託割合 10％以下  〇目標達成 

令和 3 年度は短期工事やスポット的に 1 回限りの運搬が多かった事から大幅に運搬量は減少したが、

短い工期という事もあり、現場での分別がされないまま搬出される状況となった。最終処分への割合

は減少することはなく、9%と昨年を上回る結果となり、さらに削減への努力が必要であると実感した。   

産業廃棄物収集運搬・最終処分場委託割合

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

産
業
廃
棄
物
運
搬
量

（
ｔ

）

再生利用の運搬量 2,538 1064 637 765 557 209

最終処分場へ運搬量 152 32 65 112 33 20

割合（％） 6% 3% 10% 13% 6% 9%

目標（％） 10% 10% 10% 10% 10% 10%

達成 〇 〇 〇 × 〇 〇

H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度

 

（×目標未達成 ○目標達成） 
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（5） 水道使用量 目標値 平成 31 年(R1)実績 108ℓ  ×目標未達成 

達成率 82％で未達成となったが、年間を通じて構内の清掃を行った際に多く使用した為であり、清掃

を行った月以外は現状維持できているので目標は変えず継続して取り組む事にした。 

【年間水道使用量（目標：現状維持）（単位：㎥）】

0

50

100

150

200

水
使
用
量

（
㎥

）

目標値 144 144 144 103 108 108

実績 105 88 86 108 105 131

達成率 137% 163% 167% 95% 102% 82%

達成評価 〇 〇 〇 × 〇 ×

Ｈ28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度

                （×目標未達成 ○目標達成） 

 

 

 

(6)   一般廃棄物排出量 平成 31 年度基準現状維持（年間 130kg） ×目標未達成 

R3 年度実績 281kg という事から 4 年度の目標値を改めて設定することにした。自社の産廃、一般廃棄物

の分別を再確認し、削減できるよう取組んでいく。 

 

 

 

(7)   毎月１回の講習会を目標に、全体での月 1 回の講習会、また必要に応じて部門ごとに講習会を行った。 
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(8)   清掃、草刈、除雪等を必要に応じて行った。また、春、秋の交通安全運動に参加し地域との共生を        

はかった。       

 

 

                             ＜清掃活動・除雪活動の様子＞ 
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４．令和 3 年度の環境活動の取組結果とその評価と令和 4 年度の環境目標 

 

（１） 金属資源運搬量 

鉄、非鉄金属のスクラップ相場が過去にない高値となったが、国内発生量が全体的に少なく運搬量は

減少することとなった。営業面では相場の状況やスポット的に高値を付けた品目等を随時発信する形で

ある程度の物量を確保できたが、目標を達成することはできなかった。世界的に生産・物流・サービス

とあらゆる面でコスト高となっており、金属リサイクル業界でもその影響を受けている。4 年度もこう

いった状況の中で運搬量の確保をしていかなくてはならないので、新規取引先の開拓、顧客・出荷先と

の情報共有と、より営業面の強化を図り取組んでいく。 

 

（２） 運搬車両走行距離 1ｋｍ当たり軽油使用料削減 

 R2年度は車両の半数が未達成となったが、3 年度は 9 台中 6 台が達成できており、車両全体での目標

も達成できた。維持管理の面では老朽化した車両の廃止・入替えを行った。車両・クレーン設備の故障

によるリスクを抑えるとともに、燃費効率も悪くなってくるので、今後も入替え・廃止を含め、維持管

理を行い燃料使用量の削減に取組む。 

 

（３） 電力使用量 

電力使用量については平成 31 年に目標値を改めて取組みを行い目標達成出来ていたが、R3 年度は電

気動力を多用する修繕工事を年間を通して行った為に目標未達成となった。但し、長期ではあるが一時

的に使用量が増えた為であり、目標値はそのままに削減に取組む。 

 

（４） 産業廃棄物収集運搬最終処分委託割合 

 目標は達成できたが、R2 年度と比較して廃棄物の運搬量は大幅に減少した。本来であれば、発生量

からみて最終処分となる割合は減少していくが、短期工事の現場では工事の進捗を優先して行うので、

分別がされていない状況が多く見受けられた。排出事業者にはできる限り分別してもらうように保管場

所・カゴ設置の提案などを行い、現場の保管状況の確認などしっかり取組んでいく。 

 

（５） 水道使用量 

 目標に対し 82%と未達成となり、過去 5 年間をみても使用量が著しく増加したが、構内清掃、車両、

タイヤなどの車両備品の洗浄等に使用した為であり、常時節水は 呼び掛け・確認 と意識して取組んで

いる。使用量の多い月以外は平均値を保っていることから、状況は把握しつつ、このまま継続して取組

む。 

 

（６） 一般廃棄物排出量 

 前年度の結果から目標値の再設定を検討して取組んできたが、やはり目標 130kg は困難な数値であ

ることを確認した。一部で構内清掃や作業消耗品等から出るごみも自社産廃ではなく一般廃棄物の扱い

である事が確認できたため、これまでの排出量より増加することが見込まれる。過去 2 年間の排出量を

参考にして 4 年度は目標を改めて取組を行う。 

 

（７） 毎月１回の講習会 

 社内講習会は毎月 1 回、教育訓練などは各部門より必要の都度行った。 

 

（８） 清掃、草刈、除雪等 

毎月 1 回、状況によりその都度 清掃、除草、除雪 などを行ってきた。また交通安全運動の協力や、

みやぎスマイルロードプログラムに参加し、地域との共生を図ってきた。 
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５．令和元年度～中長期環境目標及び環境活動計画 

 

平成 30 年度及び令和元年度を基準に令和 2 年より 4 年を目途とて設定した中・長期環境目標 
      対象年度 

 

目標項目 

H30 R1 R2 R3 R4 R5  

基準 

（目標値） 

目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 単位 

金属資源運搬量(t) 前年比２％増加 4,509 4,599 4,691 4,785 4,881 4,978 ｔ 

 

走行距離 1km 当り 

軽油使用量   

各車両 現状維持 

走行距離１ｋｍ当り 

二酸化炭素排出量 

（ｋｇ-ＣＯ２/ｋｍ） 

各車両 現状維持 

 

 

 

 

 

 

全台合計 

走行距離 1km 当り 

軽油使用量 

二酸化炭素排出量 

前年比 0.2%削減 

2238 平 

0.350 0.350 0.350 0.350 0.350 0.350 ℓ/ｋｍ 

0.9185 0.9185 0.9185 0.9185 0.9185 0.9185 
kg-CO2/

ｋｍ 

2618 平 

0.371 0.371 0.371 0.371 0.371 0.371 ℓ/ｋｍ 

0.9736 0.9736 0.9736 0.9736 0.9736 0.9736 
kg-CO2/

ｋｍ 

2038 

ﾕﾆｯｸ 

0.422 0.422 0.422 0.422 0.422 0.422 ℓ/ｋｍ 

1.1074 1.1074 1.1074 1.1074 1.1074 1.1074 
kg-CO2/

ｋｍ 

5152 

ﾕﾆｯｸ 

0.202 0.202 0.202 0.202 0.202 0.202 ℓ/ｋｍ 

0.5301 0.5301 0.5301 0.5301 0.5301 0.5301 
kg-CO2/

ｋｍ 

2825 

ﾋﾔﾌﾞ 

0.377 0.377 0.377 0.377 ***** ***** ℓ/ｋｍ 

0.9893 0.9893 0.9893 0.9893 ***** ***** 
kg-CO2/

ｋｍ 

1218 

ﾋﾔﾌﾞ 

0.444 0.444 0.444 0.444 0.444 0.444 ℓ/ｋｍ 

1.1652 1.1652 1.1652 1.1652 1.1652 1.1652 
kg-CO2/

ｋｍ 

4996 

ﾋﾔﾌﾞ 

0.365 0.365 0.365 0.365 ***** ***** ℓ/ｋｍ 

0.9578 0.9578 0.9578 0.9578 ***** ***** 
kg-CO2/

ｋｍ 

1128 

ﾋﾔﾌﾞ 

***** 
実績 

0.356 

実績

0.416 

実績

0.398 
0.360 0.360 

ℓ/ｋｍ 

***** 0.9432 0.9447 0.9447 0.9447 0.9447 
kg-CO2/

ｋｍ 

379 

ﾄﾚｰﾗ 

0.377 0.377 0.377 0.377 0.377 0.377 ℓ/ｋｍ 

0.9893 0.9893 0.9893 0.9893 0.9893 0.9893 
kg-CO2/

ｋｍ 

2336  

ヒヤブ 

***** ***** ***** ***** 実績 実績 ℓ/ｋｍ 

***** ***** ***** ***** ***** ***** 
kg-CO2/

ｋｍ 

合計 

0.372 0.3712 0.3705 0.3697 0.3690 0.3682 ℓ/ｋｍ 

0.9762 0.9741 0.9723 0.9702 0.9683 0.9662 
kg-CO2/

ｋｍ 

購入電力使用量(kwh)及び二酸化炭素

排出量(kg-CO2)現状維持 

9,717 9,717 9,717 9,717 9,717 9,717 ｋｗｈ 

5,080 5,080 5,080 5,080 5,080 5,080 
kg-CO2/k

wh 

産廃物最終処分委託割合 10％ 

現状維持 
10 10 10 10 10 10 ％ 

水道使用量(㎥)現状維持 103 108 108 108 108 108 ㎥ 

一般廃棄物（可燃ゴミ）排出量 

現状維持 
130 130 130 130 

再設定

400kg 
400 ｋｇ 
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＜令和 4 年度環境活動計画＞ 

 

1. 金属資源運搬量目標 2％増加の 4.881ｔにする。 

・  営業リストの見直し・作成（年末年始のあいさつ、お中元） 

・ 営業用必要資料等（購入パーツリスト、価格表等）を作成する。 

・ 営業活動を実施し、新規取引を図る。 

・ 顧客と情報共有を行いリサイクル事業における動向・状況を把握する。 

 

2. 運搬車両走行距離当たり 1ｋｍの軽油使用量（ℓ）を各車両平成 30 年度の実績の現状維持とし、全台合計の

軽油使用料を 0.2％削減する。但し、R5 年度までの期間中に新規に導入した車両は、目標値を設定すまでの期

間は実績の数値を投入してとりまとめる。 

・ 適正な車両の運行と作業計画（運行計画） 

・ 各運転手への意識を高めるべく教育等講習会を行う。 

・ 燃費効率の良い新車両の購入の計画 

・ 月に一度、目標達成率を確認する。 

 

3.  購入電力使用量を年間 9,717kwh、二酸化炭素排出量を 5,080g-CO2 を目標とする。 

・ 小まめな消灯、節電の貼り紙の再貼付等、引き続き節電励行する。 

・ 冷房・暖房器具の清掃。 

・ 冷暖房器具を適切に使用する。 

 

4.  運搬委託された産業廃棄物の最終処分（埋立）割合を 10％以下とする。 

・ 産業廃棄物の新たなリサイクル業者の開拓を行う  

・ 排出事業者にも理解、協力してもらえるよう話しを進める。 

・ 現場に出向き、保管・排出状況の確認や改善の提案を行う。 

 

5.  水使用量年間 108 ㎥の現状維持を目標とする。 

・ 業務終了後、水道の閉め忘れの確認 

・ 2 ヶ月に 1 度の漏水確認節水の貼り紙の確認、節水励行 

・ 2 ヶ月に 1 度の漏水確認 

 

6.  一般廃棄物（可燃ゴミ）発生量の目標を再設定し 400kg/年と改め、取組みを行う。 

・ 一般廃棄物の分別、裏紙利用等の再利用の徹底。 

・ 毎月１回、適正な分別が行われているかの確認と、排出量の確認を行う。 

自社産廃・一般廃棄物の分別、電池の分別の徹底。 

 

7.  講習会を年 4 回、非常時訓練を年 1 回実施する。また、必要に応じて安全管理や、環境活動に関する打ち合

わせ、教育訓練を実施する。 

・ 必要の都度外部講習会に参加 

・ 年 4 回の全体講習会を行う。（4 月、7 月、10 月、1 月） 

・ 火災訓練を行う（9～10 月中） 

・ 環境会議や安全ミーティング、教育訓練を適宜実施する。 

 

8.地域との共生 

・ 交通安全運動（春・秋、年 2 回） 

・ 事業所周辺の清掃、除草、除雪等を行う。 
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6. 環境関連法規への違反・訴訟等の有無  

 

   環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果、逸脱はありませんでした。 

   過去三年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。 

   また住民からの苦情も特にありませんでした。 

 

 

 

 

7. 代表者による全体評価と見直しの結果  

 

軽油使用による CO2 の排出抑制が当社の環境経営の大きな取組であるが、今年度はコロナ禍における企

業活動の停滞により運搬量が減少したことから軽油使用量も減少した。車両全体での軽油使用量及び CO2

削減はなされているが、コロナ化を含め様々な社会情勢によるものであり、今後もこの状況が続くことが

予想される。社会全体を取巻く環境の変化にどのように対応し、目標を定め取組んでいくかが今後の課題

である。1 つでも多く目標を達成できるように企業活動、環境経営活動に取り組んでいく。 

                                                                  

 

 

                     


